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≪目的 〉 イ ン ジ ゴ を ア ル カ リ 下 還 元 し 、 中 和 さ せて 生 成 し た イ ン ジ ゴ バ ット 酸 は 水 にa 溶

解 し な い が エ タ ノ ー ル に は 溶 解 す る。 こ の 中 性 に 近 い 温 和 な、 水 － エ タノ ー ル 溶 液 系か ら

の染 色 と 、 イ ン ジ ゴ に よ る 染 色 で 通 常 用 い ら れ て い る ア ル カ リ 条 件 で の染 色 を、 溶媒 組 成

や 塩 の 存 在 が 染 着 量 に 及 ぼ す 効 果 の 面 か ら 比 較 し 、 イ ン ジ ゴ バ ■j    ト 酸 によ る 染 色 の 特性 を

明 らか に すべ く 検 討 を 行 っ た 。

≪方 法 〉 イン ジ ゴ をN    a   0   H 存 在 下 ハ イ ド ロ サ ル フ ァ イト で 還 元 し た 後、H    C   1 を 加 え 中

性 にし た。 沈 殿 と し て 生 成 し た イ ン ジ ゴ バ ット 酸 は 上 澄 み と 分 離 し 、 水 －I   タ ノ ― ル 系 の

溶 媒 に 溶 かし 塩 の 影 響 の な い 状 態 で ナ イロy フ ィル ム及 び セ ロ フ ァ ン フ ィ ル ムの 染 色を 行

っ た。 ま た、 ア ル カ リ や 塩 の 効 果 を 調 べ る た め 染 色 液jこN   a  0  H や 硫 酸 ナ ト　リ ウ ム 等 の 塩

を 添 加し て 染 色 を 行 っ た 。 以 上 の 操 作 は す べ て ア ルゴ ン 雰 囲 気 下 で 行 い 、 染 色し た フ ィル

ムの λmax に お け る 吸 光 度 を 分 光 光 度 計 で 測 定 し 、 染 着 量 を 求 め た。

≪結 果〉 染 着量 に 及 ぼ す水 － エ9    ノ ー ル の 溶 媒 組 成 の 効果 を 比 較 し た が、 中 性 で の イ ン ジ

ゴ バ ット 酸 に よ る ナ イ ロ ン フ ィル ム の染 色 の 場 合 は、 エ タ ノ-  ル の 割 合 か 多 く な る と染 着

量 は 低 下 す る一 方 で あ る の に 対 し 、 ア ル カ リ 性 条 件 で の イ ン ジ ゴ バ ット 酸 の アル カ リ 塩 に

よ る 染 色 で は エ タ ノ ー ル が70 ％ 以 上 に な る と 逆 に染 着 量 は 増 加 す る 傾 向 を 示 し た。 こ の 現

象 はセ ロ フ ァン フ ィ ル ム に は 見 ら れ ず、 エ タ ノ ー ル の 割 合 が 増 加 す ると 染 着 量 は 減 少 す る

だ け で あ っ た。　ま た 、 塩 の 効 果 につ い て は 中 性 で は 効 果 は 全 く 現 わ れな か っ た の に 対し 、

アル カ リ 性 で は 塩 を 添 加し た 方 が よ く 染 色 さ れ る こ と が わか っ た。


